
昨年の平成20年はマスカットなどフルーツの国、また桃

太郎伝説の岡山へ全国から650名余りのご参加がありまし

た。多数のご参加有難うございました。

さて、本年の第52回目の「宮崎大会」は8月21日（金）・

22日（土）・23日（日）の3日間の開催です。役員会、総会、

そして、文部科学省特別支援教育課の特別支援教育調査官

下山直人氏の基調講演と22日の午後からは6分科会を行い、

テーマを「子どもたちをとりまくネットワーク」としてい

ます。

全国6ブロックから発表校2校が各分科会のテーマと趣旨

に沿って自校の活動内容や課題などを発表し、分科会の参

加者の皆様と発表校が協議、意見交換をいたします。諸課

題は同じでも全国の地域の制度や実態のあり方に応じて、

様々な意見や情報が交換されます。今年もご自身の学校へ

情報として持ち帰っていただけたらと思います。

大会主旨を昨年から“全国肢体不自由特別支援学校ＰＴ

Ａ相互の協調を図り、学校、家庭、地域が一体となって特

別支援教育の諸課題等の実践研究を進めると共に、肢体不

自由児・者の社会参加と自立を生涯にわたり支援を担う社

会づくりに資する”と、いたしました。

肢体不自由は療育と教育がとても深い関わりを持ち、そ

の歴史を綴っておりますが、今年の宮崎大会では最終日の

会員研修の時間に昭和29年に設立された「しいのみ学園」

の創始者、 （しょうちさぶろう）氏（福岡県居住）

の講演を企画しています。設立への思いや設立当初のエピ

ソードなどを交えて、お話いただきます。今年の夏には103

歳になられますが、世界中を講演活動などに歩かれるなど

世界最長の現役の教育者として御活躍です。本当にお元気

な方です。しいのみ学園はご自身の脳性マヒのお子さんの

為に作られた、九州で初めての学校でした。障害のある子

どもたちが、まだまだ社会から理解されない頃、教育から

も療育からも見放されているような時代だったのでしょう

か、 は心理学の学者でもあり、私たちと同じ障

害のある子どもを持つ保護者でもあります。教育者の立場

と保護者の立場を持っている方ですから、どうぞ、ご関心

を持ってご参加ください。

最後になりましたが、宮崎大会開催にあたり、九州ブロ

ックをはじめ主管校宮崎県立清武せいりゅう支援学校なら

びに延岡わかあゆ支援学校の皆様のご尽力に大変感謝申し

上げます。

宮崎大会は肢体不自由校（加盟校）の皆様のご参加によっ

て開催される全国大会です。宮崎県は天孫降臨の地です。

“ひむか神話街道”など神話のふるさとの史跡を訪ねてはど

うでしょうか。会場から程近い県央のあたりでは“青島こ

どものくに”もオープンしています。皆様の大勢のご参加を

主管校の皆様と共に“太陽の国宮崎”でお待ちしています。

全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会

第52回「宮崎大会」を迎えて

～九州宮崎県から
全国の特別支援学校（肢体不自由）へ

情報発信します～

第87号

平成21年6月22日発行

全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
〒162-0051 東京都新宿区西早稲田２-２-８
（社会福祉法人　全国心身障害児福祉財団内）
電話（０３）５２７２－１２１０
FAX（０３）５２７２－１２１３
ホームページアドレス http://www.zsp.jp/

（発　行）
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全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
﹇
会
報
﹈

曻地三郎

曻地三郎氏

全国肢体不自由特別支援学校PTA連合会
会　長 濱　川　浩　子
（東京都立墨東特別支援学校PTA会長）
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平
成
20
年
7
月
28
日
、「
特
別
支
援
教
育
の

推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
が
文

部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
、
平
成
21
年
2
月
12
日

に
、「
特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
充
実
に
向
け

て
〜
早
期
か
ら
の
教
育
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
〜
」（
審
議
の
中
間
の
と
り
ま
と
め
）
を
発

表
し
ま
し
た
。

こ
の
協
力
者
会
議
の
設
置
は
、
新
た
な
制
度

と
し
て
平
成
19
年
4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
特

別
支
援
教
育
が
、
一
応
の
成
果
を
挙
げ
つ
つ

も
、”幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
適
切
な
指

導
及
び
必
要
な
支
援
を
行
う
“と
い
う
特
別
支

援
教
育
の
理
念
の
実
現
に
至
る
に
は
、
な
お
多

く
の
課
題
が
あ
り
こ
れ
を
検
討
す
る
と
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

協
議
中
、
特
に
重
要
な
課
題
と
し
て
、「
早

期
か
ら
の
教
育
相
談
・
支
援
や
就
学
指
導
の
在

り
方
」
が
あ
る
と
し
て
、
多
く
の
団
体
か
ら
の

意
見
聴
取
の
機
会
も
設
け
、
全
国
特
別
支
援
教

育
推
進
連
盟
も
本
P
T
A
連
合
会
を
は
じ
め
加

盟
団
体
の
多
く
か
ら
意
見
書
を
い
た
だ
き
、
こ

れ
を
取
り
ま
と
め
平
成
20
年
11
月
10
日
、
一
番

目
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
応
じ
ま
し
た
。

以
下
に
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
の
「
審
議
の
中
間
と
り

ま
と
め
」
の
報
告
（
以
下
「
中
間
と
り
ま
と

め
」
と
し
ま
す
）
の
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
筆

者
の
意
見
も
加
え
て
稿
を
進
め
ま
す
。

「
特
別
支
援
教
育
を
巡
る
国
内
外
の
動
向
や
、

教
育
委
員
会
、
各
学
校
等
の
取
組
の
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念
の
実
現
と

い
う
観
点
か
ら
、
早
期
か
ら
の
教
育
相
談
・
支

援
、
就
学
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
最
も
重

要
か
つ
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
」(

中

間
と
り
ま
と
め)

で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、「
早
期
か
ら
の

教
育
相
談
・
支
援
、
就
学
指
導
、
就
学
後
の
適

切
な
教
育
及
び
必
要
な
教
育
的
支
援
全
体
を
一

貫
し
た
『
教
育
支
援
』
と
と
ら
え
直
し
、
個
別

全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
﹇
会
報
﹈

の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
・
活
用
の
推
進
を
通

じ
て
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と
」
が
重
要
だ
と
し
て
い

ま
す
。

改
善
の
た
め
の
方
向
性
と
し
て
は
、「
こ
れ

ま
で
の
就
学
指
導
中
心
の
『
点
』
と
し
て
の
教

育
支
援
か
ら
、
早
期
か
ら
の
支
援
や
就
学
相
談

か
ら
継
続
的
な
就
学
相
談
・
指
導
を
含
め
た

『
線
』
と
し
て
の
継
続
的
な
教
育
支
援
へ
、
そ

し
て
、
家
庭
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
『
面
』

と
し
て
の
教
育
支
援
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
」

と
そ
の
幅
と
連
続
の
支
援
の
姿
を
強
調
し
て
お

り
ま
す
。

「
市
町
村
教
育
委
員
会
や
都
道
府
県
教
育
委

員
会
は
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
や
い

わ
ゆ
る
通
級
指
導
教
室
、
特
別
支
援
学
校
の
セ

ン
タ
ー
的
機
能
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
有
す
る
資

源
の
十
分
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
の
体
制
整
備
や
専
門
性
の
向
上
、
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
医
療
、
福
祉
、
保
健
等
関

係
機
関
と
の
情
報
の
共
有
化
等
を
通
じ
て
、
早

期
か
ら
の
教
育
相
談
・
支
援
の
更
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
こ
と
と
し
、「
国

に
お
い
て
も
、
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究

所
に
設
置
さ
れ
た
発
達
障
害
教
育
情
報
セ
ン
タ

ー
の
機
能
の
充
実
を
図
る
な
ど
し
て
、
保
護
者

や
教
育
委
員
会
に
対
す
る
適
切
な
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
自
治
体
で

の
窓
口
を
一
本
化
す
る
」、「
子
ど
も
課
等
の
名

称
で
所
管
を
一
元
化
す
る
」、「
部
局
を
横
断
し

て
発
達
支
援
室
を
設
置
」
な
ど
の
取
組
、「
相

談
支
援
の
た
め
の
手
帳
や
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し

て
教
育
相
談
に
活
用
」
な
ど
の
事
例
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

早
期
か
ら
の
教
育
相
談
に
は
、「
子
ど
も
の

障
害
の
受
容
に
か
か
わ
る
保
護
者
へ
の
支
援
、

保
護
者
と
子
ど
も
の
良
好
な
親
子
関
係
の
形
成

を
す
る
た
め
の
支
援
、
発
達
を
促
す
よ
う
な
か

か
わ
り
の
支
援
、
障
害
に
よ
る
困
難
の
改
善
と

理
解
の
支
援
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
情
報

提
供
」
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
も
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
支
え
る
家
族
に
対
す
る
支
援
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

就
学
に
か
か
る
現
行
の
制
度
上
で
は
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
就
学
先
は
、
就
学
基
準
（
学

校
教
育
法
施
行
令
第
22
条
の
3
）
の
示
さ
れ
た

障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
町
村
教

育
委
員
会
に
お
い
て
、
保
護
者
と
教
育
学
、
医

学
、
心
理
学
、
そ
の
他
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

就
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
意

見
を
聴
き
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
を
、
ま

た
、
障
害
の
程
度
が
就
学
基
準
に
該
当
し
な
い

場
合
に
は
、
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
を
決
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
程

度
が
就
学
基
準
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
適
切
な
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
市

町
村
教
育
委
員
会
が
認
め
る
場
合
は
、
小
・
中

学
校
へ
就
学
を
決
定
す
る
（
認
定
就
学
制
度
）

早
期
か
ら
の「
教
育
支
援
」を
踏
ま
え
た

今
後
の
就
学
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て

（
審
議
の
中
間
の
と
り
ま
と
め
の
紹
介
）

は
じ
め
に

2.

早
期
か
ら
の
教
育
相
談
・
支
援
の
充
実

3.

就
学
指
導
の
現
状
と
課
題

1.

基
本
的
な
考
え
方
と
改
善
の
方
向

全国特別支援教育推進連盟
理事長　三浦　和
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こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
学
基
準
は
昭
和
37
年（
1
9
6
2
年
）に
、

そ
の
当
時
の
医
学
、
科
学
技
術
の
水
準
を
前
提

に
し
て
規
定
さ
れ
た
以
後
、
例
え
ば
補
助
具
の

使
用
に
よ
り
従
前
の
就
学
基
準
に
該
当
す
る
子

ど
も
が
、
小
・
中
学
校
で
適
切
な
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
平
成
13
年
1
月
に
21
世
紀
の
特
殊
教
育
の

在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
が

「
21
世
紀
の
特
殊
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

で
、
就
学
基
準
の
見
直
し
、
提
言
さ
れ
、
平
成

14
年
4
月
24
日
、
学
校
教
育
施
行
令
を
改
正

し
、
就
学
基
準
の
改
正
、
認
定
就
学
の
制
度

化
、
専
門
家
の
意
見
聴
取
を
市
町
村
教
育
委
員

会
に
義
務
付
け
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
19
年
に
は
同
施
行
令
後
、
保

護
者
か
ら
の
意
見
聴
取
の
市
町
村
教
育
委
員
会

へ
の
義
務
付
け
も
決
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

(1)

基
本
的
な
方
向

①
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
の
将
来
の
自
立
や

社
会
を
見
通
し
、
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
必
要
な
支

援
を
行
う
観
点
か
ら
、「
個
別
の
教
育
支
援

計
画
の
作
成
・
活
用
を
図
り
、
一
貫
し
た

教
育
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

②
就
学
指
導
に
つ
い
て
は
、
単
に
就
学
先
を

決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、「
長
期
的
な
展
望

に
立
っ
た
指
導
や
支
援
の
方
針
を
含
め
た

も
の
と
と
ら
え
、
そ
の
改
善
・
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

③
「
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
医

療
福
祉
、
保
健
等
の
多
様
な
関
係
機
関
が

主
体
と
な
っ
て
障
害
の
あ
る
幼
児
に
か
か

わ
る
就
学
前
の
段
階
か
ら
義
務
制
段
階
へ

の
移
行
期
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
の
情

報
や
認
識
の
共
有
化
、
就
学
先
の
学
校
で

の
教
育
支
援
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
た

め
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
移
行
期
の
個
別
の
教
育
支
援
計
画(

個

別
の
就
学
支
援
計
画)

を
作
成
・
活
用
し
、

そ
れ
を
就
学
後
は
就
学
先
の
学
校
に
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
」
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

④
な
お
、
就
学
移
行
期
に
作
成
さ
れ
る
個
別

の
教
育
支
援
計
画
は
、「
そ
の
作
成
手
続
き

の
中
で
、
専
門
機
関
等
の
関
係
者
や
保
護

者
の
参
加
を
得
て
、
当
該
児
童
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
教
育
支
援
の
内
容
や
、
そ
れ
を

実
現
で
き
る
就
学
先
を
決
定
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
」
と
し
、「
当
該
児
童
に
ふ
さ
わ

し
い
就
学
先
の
学
校
や
教
育
支
援
の
内
容

に
つ
い
て
も
、
早
い
時
期
か
ら
共
通
認
識

が
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
市
町
村
教
育
委
員
会
が
作
成
す
る
就
学
移

行
期
に
作
成
す
る
個
別
の
教
育
支
援
計
画

は
、「
小
学
校
に
就
学
す
る
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
含
め
、
障
害
に
応
じ
た
教
育
支
援

を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
必
要
に
応

じ
て
…
…
作
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
つ
つ
、

当
面
は
、
就
学
基
準
に
該
当
す
る
程
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
に
原
則
す
る
こ
と
」
と

作
成
範
囲
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

⑥
就
学
す
る
学
校
の
決
定
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
現
行
制
度
で
は
、
法
令
上
、
就
学
基

全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
﹇
会
報
﹈

準
に
示
さ
れ
た
障
害
の
種
類
及
び
程
度
に

該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
な
ど
を
前
述

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、

本
報
告
で
は
、

i)
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
就
学
先
に
つ
い
て

は
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
・
活

用
を
通
じ
て
、
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
を
き
め
細
か
く
把
握
し
た
上
で
決
定
す

べ
き
で
あ
る
。

ii)
現
行
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
就
学
基

準
に
該
当
す
る
か
否
か
に
加
え
て
、
教
育

的
ニ
ー
ズ
、
保
護
者
の
意
見
や
専
門
的
見

地
か
ら
の
意
見
、
学
校
や
地
域
の
状
況
等

を
市
町
村
教
育
委
員
会
が
総
合
的
に
判
断

し
て
、
本
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
最
も
適

切
に
対
応
で
き
る
学
校
を
就
学
先
と
し
て

決
定
で
き
る
よ
う
手
続
き
を
改
め
る
こ
と
。

iii)
生
育
歴
や
日
常
生
活
上
の
状
況
を
よ
く
把

握
し
て
い
る
保
護
者
の
意
見
を
聴
取
す
る

こ
と
の
大
切
さ
、
ま
た
就
学
以
前
の
早
い

時
期
か
ら
こ
れ
ま
で
の
関
係
機
関
が
個
別

の
支
援
計
画
等
の
作
成
・
活
用
を
図
っ
て

き
た
こ
と
な
ど
を
、
本
人
の
将
来
の
自
立

と
社
会
参
加
と
い
う
長
期
的
な
展
望
の
も

と
、
支
援
方
法
等
に
つ
い
て
、
保
護
者
や

関
係
者
間
で
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
て
い

く
よ
う
、
就
学
指
導
は
単
に
就
学
先
を
決

定
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
該
幼
児
児

童
の
支
援
計
画
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
。

な
ど
の
方
向
づ
け
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、「
今
後
の
就
学
指
導
の
流
れ
」
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
関

係
機
関
や
専
門
家
、
保
護
者
と
の
十
分
な
連
携

の
も
と
、
就
学
移
行
期
に
お
け
る
個
別
の
教
育

支
援
計
画
を
作
成
・
活
用
し
、
長
期
的
な
見
通

し
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
や
支
援
が
必

要
か
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
子
に
と

っ
て
「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
育
支
援
の
内
容
や

就
学
先
を
決
定
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
、
さ

ら
に
、
就
学
後
の
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
い
、
状
況
に
よ
り
就
学
先
の
学
校
に
つ
い

て
の
再
検
討
を
行
う
必
要
性
も
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
の
就
学
先
決
定
に
つ
い
て
（
手
続

き
の
流
れ
）」
の
図
が
参
考
資
料
と
し
て
掲
示

さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
批
准
を
迎

え
る
と
き
で
も
あ
り
、
一
層
の
配
慮
を
必
要
と

す
る
今
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
は
、

大
い
に
検
討
す
べ
き
こ
と
と
し
て
紹
介
す
る
も

の
で
す
。

4.

今
後
の
就
学
指
導
の
在
り
方

む
す
び

特
別
支
援
学
校
へ

の
入
学
期
日
等
の

通
知
（
↓
保
護
者
）

小
学
校
へ
の
入

学
期
日
等
の
通

知
（
↓
保
護
者
）

障害のある児童生徒の就学先決定について（手続きの流れ）
【改正イメージ】
10/31
まで

11/30
まで

1/30 まで 4/1

総
合
的
判
断

（
就
学
指
導
委
員
会
）

・
障
害
の
状
態

・
障
害
の
状
態
に
基
づ
く

　
　

教
育
的
ニ
ー
ズ

・
保
護
者
の
意
見

・
専
門
家
の
意
見

・
学
校
や
地
域
の
状
況

・
そ
の
他
の
事
情

※就学基準は、特別支援
学校就学のための必要条
件であるとともに総合的判
断の際の判断基準の一つ

通知
　→県教委
　保護者（　　）

県教委

市町村教委

特
別
支
援
学
校

小
中
学
校

特
別
支
援
学
級

通
級
指
導

個別の教育支援計画の作成・活用

就
学
時
健
康
診
断

学
齢
簿
の
作
成
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シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
車
い
す
を
使
用
さ
れ

る
方
の
体
や
状
態
に
合
わ
せ
て
設
定
し
、
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
残
存
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
機
能
性

を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
二
次
障
害
を
防
止
す
る

こ
と
も
可
能
な
車
い
す
や
座
位
保
持
装
置
の
設

定
方
法
で
す
。「
座
位
保
持
」
と
い
う
考
え
方

は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
北
米
を
中
心
に
始

ま
っ
た
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
国
際
大
会
が

今
年
で
第
25
回
を
開
催
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
25
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
座

位
保
持
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
重
度
な
障
害

児
・
者
に
提
供
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、シ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
よ
る
姿
勢
保
持
は
、
車
い
す
を
自
操

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
よ
う
な
軽
度
な
障
害

児
・
者
に
も
使
用
さ
れ
、予
防
と
い
う
観
点
か

ら
も
使
用
す
る
こ
と
が
新
し
い
考
え
方
で
す
。

私
は
多
く
の
特
別
支
援
学
校
で
保
護
者
向

け
、
教
師
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
い
ま
す

が
、
悲
し
い
こ
と
に
変
形
の
初
期
の
段
階
や
、

変
型
の
兆
候
が
現
れ
て
い
る
段
階
で
は
心
配
し

な
い
保
護
者
や
教
師
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

多
く
の
自
治
体
で
は
そ
の
よ
う
な
初
期
の
段
階

や
予
防
に
は
座
位
保
持
装
置
を
支
給
し
な
い
の

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
変
型
の
兆
候
が
現
れ

た
段
階
で
あ
れ
ば
、
確
実
に
変
形
の
悪
化
は
防

止
で
き
ま
す
。
初
期
で
も
高
い
確
率
で
可
能
で

す
。
し
か
し
、
変
形
が
悪
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

治
す
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
悪
化
に
比
例

し
て
、
大
が
か
り
な
座
位
保
持
装
置
が
必
要
と

な
り
、
か
か
る
費
用
も
多
く
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
世
界
的
に
「
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
可
能
な
限
り

早
い
時
期
に
」
と
薦
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
が
昨
年
書
い
た
障
害
児
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
本
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
症
例
の
お
母

さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。「
助
成
金
が
出
な
い
時

期
で
も
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
一
回
我
慢
す
れ
ば
子

※【注意】この記事に使用されている文章や写真の無断転載や使用はお断りします｡

全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
﹇
会
報
﹈

ど
も
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
買
え
ま
す
。」
大
事

な
の
は
お
子
さ
ん
の
将
来
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
勉
強
し
、
日
本
で
提

供
し
て
15
年
目
と
い
う
節
目
だ
っ
た
昨
年
、

『
運
命
じ
ゃ
な
い
！
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
変
わ
る

障
害
児
の
未
来
』
と
い
う
本
を
出
版
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
タ
イ
ト

ル
で
す
が
、
こ
の
言
葉
こ
そ
、
私
が
障
害
を
持

っ
た
お
子
さ
ん
に
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
、

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
で
お
話
し
す
る
時
に
い
つ

も
使
っ
て
い
た
言
葉
な
の
で
す
。

障
害
を
持
っ
た
方
や
ご
家
族
と
接
し
て
い
て

私
が
驚
い
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
変
形
・

脱だ
っ

臼き
ゅ
う

・
拘こ

う

縮し
ゅ
く

・
褥じ

ょ
く

瘡そ
う

な
ど
の
二
次
障
害
は

「
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
ら
避
け
ら
れ

な
い
運
命
」
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

例
え
ば
「
脳
性
麻
痺
だ
か
ら
側そ

く

彎わ
ん

が
生
じ
た
」

と
か
「
四
肢
麻
痺
だ
か
ら
変
形
が
起
き
た
」
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
で
す
。「
う
ち
も
側
彎
が

生
じ
て
き
た
」「
う
ち
は
Ｓ
字
に
な
っ
て
き
た
」

と
お
母
さ
ん
方
が
そ
う
な
っ
て
当
然
の
よ
う
に

話
さ
れ
て
い
た
光
景
に
は
唖
然
と
し
ま
し
た
。

確
か
に
私
自
身
も
同
様
に
考
え
て
い
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
20
年
ほ
ど
前
に
数
年
間
、
褥

瘡
の
再
発
に
悩
ま
さ
れ
、
７
回
の
手
術
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
、
脊
髄
損

傷
だ
か
ら
褥
瘡
が
再
発
す
る
の
だ
ろ
う
と
諦
め

て
い
ま
し
た
。「
自
己
管
理
が
悪
い
」
と
言
わ

れ
、
必
死
で
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
除
圧
し
て

い
ま
し
た
が
、
問
題
は
改
善
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
絶
望
的
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
シ
ー
テ
ィ

ン
グ
製
品
の
会
社
の
社
長
さ
ん
の
薦
め
で
ア
メ

リ
カ
の
病
院
に
行
き
、「
こ
れ
が
最
後
」
と
思

っ
て
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
手
術
後
に
車
い
す

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
初
め
て
シ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
初

め
て
私
の
問
題
は
左
右
の
障
害
レ
ベ
ル
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
体
の
傾
き
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
の
セ

ラ
ピ
ス
ト
か
ら
は
「
骨
盤
の
傾
き
を
戻
さ
な
け

れ
ば
、
片
側
の
坐
骨
の
褥
瘡
は
治
り
っ
こ
な
い

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
シ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
よ
っ
て
姿
勢
が
改
善
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
15

年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
褥
瘡
は
再
発
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

自
分
の
褥
瘡
が
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
再
発
防
止

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
私
も
「
障
害
を
負

っ
た
の
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
」
と
諦
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
改
善
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を

経
験
し
、
勉
強
し
て
日
本
で
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

普
及
活
動
を
始
め
、
多
く
の
車
い
す
使
用
者
の

方
の
問
題
解
決
を
お
手
伝
い
し
た
経
験
か
ら
、

二
次
障
害
は
「
運
命
じ
ゃ
な
い
！
」
と
確
信
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
私
の
本
に
症
例

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
た
ち
も
証

明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
障
害
を
持
っ

た
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
向
け
の
当
事
者
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
二
次
障
害
の
防
止
が
可
能
だ
と

い
う
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
お
話
し

し
て
い
る
の
で
す
。

変
形
・
脱
臼
・
拘
縮
・
異
常
な
筋
緊
張
な
ど
を

障
害
児
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
き
ら
め
る
前
に
、
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
重
度
障
害
者
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

あ
き
ら
め
な
い
で
！
変
形
は
障
害
児
の

避
け
ら
れ
な
い
運
命
で
は
あ
り
ま
せ
ん

私
自
身
の
経
験
か
ら
確
信
し
た
こ
と

早
期
か
ら
の
姿
勢
保
持
が
最
も
大
切
で
す

（株）アクセスインターナショナル
代表取締役社長
シーティング・スペシャリスト
山崎泰広
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ま
ず
は
、
障
害
を
持
っ
た
お
子
さ
ん
の
家
族

が
、
そ
し
て
学
校
で
多
く
の
時
間
を
一
緒
に
過

ご
す
先
生
た
ち
が
悪
い
姿
勢
を
改
善
す
る
こ
と

で
多
く
の
二
次
障
害
の
防
止
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
上
で
お
子
さ
ん
た
ち
に
適
切
に
対

応
し
な
け
れ
ば
、
最
初
か
ら
諦
め
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
車
い
す
や
座
位
保
持
を
作
製

す
る
方
も
、「
ど
う
せ
二
次
障
害
は
発
生
す
る
」

と
考
え
て
作
製
す
る
の
と
、「
適
切
に
作
製
す

れ
ば
二
次
障
害
は
予
防
で
き
、
悪
化
の
防
止
が

で
き
る
」
と
考
え
て
作
製
す
る
の
で
は
、
提
供

す
る
製
品
に
大
き
な
違
い
が
現
れ
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
や
診
療
を
提
供
す
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
医
療

関
係
者
も
同
様
で
す
。
だ
か
ら
障
害
を
持
っ
た

お
子
さ
ん
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
達
が
「
適
切

に
行
え
ば
二
次
障
害
は
防
止
で
き
る
」
と
考
え

て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

健
常
者
で
あ
れ
ば
体
を
支
え
る
た
め
の
充
分

な
筋
肉
が
あ
る
の
で
、
重
力
が
自
分
に
か
か
っ

て
い
る
こ
と
さ
え
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

筋
肉
が
弱
か
っ
た
り
失
わ
れ
た
り
し
て
い
る
障

害
児
は
重
力
が
「
敵
」
と
な
り
体
に
害
を
与
え

て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
体
に
か
か
る
重
力
に

負
け
な
い
姿
勢
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。
多
く
の
場
合
、
体
に
害
を
与
え
る
姿
勢

は
左
右
非
対
称
だ
っ
た
り
、
前
に
倒
れ
た
り
、

後
に
倒
れ
た
り
し
て
い
る
姿
勢
で
す
。
そ
の
よ

う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
重
力
に
よ
っ
て

さ
ら
に
姿
勢
が
悪
く
な
り
、
悪
い
姿
勢
に
よ
っ

て
体
に
歪
み
が
生
じ
ま
す
。
歪
み
は
長
時
間
同

じ
姿
勢
を
と
る
こ
と
や
繰
り
返
し
同
じ
悪
い
姿

勢
を
と
る
こ
と
で
悪
化
し
、
変
形
と
な
り
、
最

終
的
に
は
固
定
さ
れ
た
変
形
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
側
彎
や
円
背
も
そ
う
で
す
し
、
尖
足
な

ど
の
足
の
変
形
も
悪
い
姿
勢
を
と
り
続
け
た
結

果
で
す
。
脱
臼
も
関
節
が
外
れ
や
す
い
姿
勢
を

と
り
つ
づ
け
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
二
次
障
害
の
原
因
は
悪

い
姿
勢
で
す
。
重
力
が
悪
影
響
を
与
え
る
姿
勢

に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
姿
勢
を
と
ら
な
い
よ

う
な
座
り
方
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
二
次
障
害

の
予
防
や
悪
化
の
防
止
は
可
能
な
の
で
す
。

写
真
の
脳
性
麻
痺
･
四
肢
麻
痺
の
伊
藤
君

は
、
悪
い
姿
勢
に
よ
っ
て
変
形
や
拘
縮
な
ど
の

二
次
障
害
の
問
題
が
進
行
し
、
高
い
筋
緊
張
に
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よ
っ
て
随
意
に
動
か
せ
る
体
の
部
位
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
姿
勢
の

改
善
後
に
は
、
自
分
の
意
志
で
頭
を
動
か
せ
る

よ
う
に
な
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

定
時
制
の
高
校
に
通
い
な
が
ら
、
就
労
を
目
指

し
た
I
T
ス
キ
ル
を
磨
く
た
め
に
、
専
門
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し，

社
会
の
中
で
活
躍
し

て
い
く
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

車
い
す
使
用
者
の
場
合
は
適
切
な
車
い
す
の

設
定
と
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
提
供
で
悪
い
姿
勢
に

よ
る
二
次
障
害
の
防
止
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
二
次
障
害
の
防
止
の
た
め
に
シ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
車
い
す
を
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
使

用
時
間
は
可
能
な
限
り
長
く
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
設
定
の
悪
い
車
い
す
で
は
長
時
間
使
用

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
が

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
た
方
々
か
ら
は
、

「
車
い
す
が
最
も
快
適
な
場
所
に
な
っ
た
」、

「
調
子
が
悪
い
時
は
車
い
す
に
乗
せ
る
」
と
い

っ
た
感
想
が
届
い
て
い
ま
す
。
長
時
間
快
適
に

使
用
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
す
。

し
か
し
家
に
帰
っ
た
ら
車
い
す
か
ら
降
ろ
し

て
し
ま
う
。
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
車
い
す
を
使
う

の
は
家
だ
け
、
ま
た
は
学
校
だ
け
。
外
出
時
は

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
施
さ
れ
て
い
な
い
車
い
す
や

バ
ギ
ー
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
使
用
方
法
で
は

せ
っ
か
く
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
二
次
障
害

の
予
防
・
防
止
効
果
が
半
減
し
て
し
ま
い
ま

す
。
可
能
な
限
り
長
時
間
使
用
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
。

私
は
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
、
横
に
な

る
時
や
就
寝
時
の
姿
勢
保
持
に
つ
い
て
も
英
国

で
勉
強
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
車
い
す
か
ら

降
ろ
す
必
要
が
あ
れ
ば
、
車
い
す
か
ら
降
ろ
し

た
場
所
で
の
姿
勢
保
持
が
必
要
な
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
二
次
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
場
所
で
の
適
切
な
姿
勢
保
持
が

必
要
な
こ
と
を
理
解
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

多
く
の
人
が
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
良
い
姿

勢
を
と
ら
せ
る
こ
と
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
姿
勢
を
改
善
す
る
こ
と

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
な
の
で
す
。
悪

い
姿
勢
で
は
安
定
性
も
悪
く
、
体
に
残
さ
れ
て

い
る
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
姿
勢
を
改
善
す
る
こ
と
で
安
定
性
や

快
適
性
を
得
て
、
残
存
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
状
態
を
提
供
し
ま
す
。
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
高
い
筋
緊
張
の
緩
和
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
高
緊
張
が
原
因
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

四
肢
麻
痺
の
脳
性
麻
痺
の
お
子
さ
ん
の
よ
う

に
重
度
な
障
害
が
あ
っ
て
今
ま
で
自
分
の
意
志

で
動
か
せ
る
体
の
部
位
が
な
か
っ
た
方
が
、
よ

い
姿
勢
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
腕
や
頭
や

足
な
ど
の
体
の
一
部
分
が
動
か
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
「
ス

タ
ー
ト
」
な
の
で
す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

様
々
な
タ
イ
プ
の
ス
イ
ッ
チ
か
ら
自
分
に
合
っ

た
も
の
を
使
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
機
器
を
使
用
し
た
り
、
照
明
や
エ
ア

障
害
児
に
関
わ
る
人
た
ち
の

心
を
ひ
と
つ
に

重
力
に
よ
る
悪
影
響
を
受
け
な
い

姿
勢
を
提
供

姿
勢
保
持
は
す
べ
て
の
場
所
で
、

そ
し
て
長
時
間

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く

ス
タ
ー
ト
で
す

シーティングによる姿勢の改善

●
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
前

●
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
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コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
を
自
分
で
操
作
し
た
り
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
意
志
で

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
の
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。

重
度
重
複
障
害
で
知
的
に
障
害
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
て
も
、
体
に
動
か
せ
る
部
位
が
現

れ
れ
ば
ス
イ
ッ
チ
を
使
っ
て
遊
ん
で
み
た
り
、

パ
ソ
コ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
試

し
て
み
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
ま
ず
は
そ
の
お
子
さ
ん
の
知
的
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周

囲
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
知
的
レ
ベ
ル
が
低
く
な

か
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
意
志

で
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。

写
真
の
小
橋
君
と
白
井
君
は
2
人
と
も
ア
テ

ト
ー
ゼ
型
脳
性
麻
痺
・
四
肢
麻
痺
で
全
介
助
が

必
要
、
話
す
こ
と
も
で
き
な
い
重
度
な
障
害
で

す
。
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
は
姿
勢
も
崩
れ
て
い
て

二
次
障
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
お
母
さ
ん
た
ち
が
早
い
時
期
か
ら
シ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
知
り
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
姿
勢
保
持
を
行
っ
た
こ
と
で
、
二
次
障
害

は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
機
能

性
と
い
う
面
で
は
、
唯
一
自
分
の
意
志
で
動
か

せ
る
体
の
部
位
（
小
橋
君
は
顎
、
白
井
君
は
左

脚
を
内
側
に
動
か
す
こ
と
）
で
パ
ソ
コ
ン
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
イ
ド
を
駆
使
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
2
人
と
も
学
校
を
卒
業
し
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
う
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。
子
供

の
こ
ろ
の
写
真
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な

活
躍
も
可
能
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠

な
姿
勢
保
持
に
役
立
つ
の
が
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

考
え
で
す
。

日
本
で
は
、
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
生
ま

れ
る
と
家
族
、
特
に
お
母
さ
ん
は
自
分
を
犠
牲

に
し
て
も
そ
の
お
子
さ
ん
の
た
め
に
可
能
な
限

り
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
し
ま
す
。
本
当

に
頭
が
下
が
る
愛
情
で
す
。
し
か
し
、
私
が
英

国
に
姿
勢
保
持
の
勉
強
に
行
っ
た
時
に
、
障
害

児
の
家
族
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
先
生
は
言
い

ま
し
た
。「
す
べ
て
の
場
所
で
の
姿
勢
保
持
を

す
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、
そ
れ
は
障
害
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
親
が
、
そ

し
て
家
族
全
員
が
ハ
ッ
ピ
ー
（
幸
せ
）
に
な
る

こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。」
車
い
す
に
長
時
間

座
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
車
い
す
か

ら
降
ろ
し
た
り
、
ま
た
乗
せ
た
り
と
い
う
手
間
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が
省
け
ま
す
。
自
分
の
時
間
が
少
し
で
き
る
で

し
ょ
う
。
就
寝
時
の
姿
勢
保
持
を
適
切
に
や
れ

ば
、
お
子
さ
ん
は
長
時
間
快
適
に
寝
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
親
が
夜
間
に
起
き
て
世
話
を
す
る

手
間
が
省
け
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
親
も
長
時
間

寝
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
全
員

が
健
康
で
幸
せ
に
な
れ
る
の
で
す
。
手
間
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
手
を
抜
い
て
い
る
の

で
は
な
く
、
あ
な
た
が
健
康
で
元
気
で
ハ
ッ
ピ

ー
で
い
る
こ
と
が
、
障
害
を
持
っ
た
お
子
さ
ん

に
も
、
そ
の
他
の
家
族
に
と
っ
て
も
と
て
も
大

切
な
の
で
す
。

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
あ
ま
り
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
こ
の
よ
う
な
考

え
方
も
あ
り
、
そ
う
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
姿
勢
保
持
を
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
姿
勢

保
持
に
関
す
る
内
容
を
、
さ
ら
に
詳
し
く
説
明

し
た
の
が
昨
年
出
版
し
た
拙
著
「
運
命
じ
ゃ
な

い
！
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
変
わ
る
障
害
児
の
未

来
」
で
す
。
藤
原
書
店
か
ら
発
売
さ
れ
て
お
り

全
国
の
書
店
や
ア
マ
ゾ
ン
等
の
ネ
ッ
ト
書
店
で

ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
に
は
お
読
み
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。
全
肢
Ｐ
連
に
も
一
冊
寄
贈
し
て
い
ま

す
、
多
く
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
成
功
例
を
ご
家
族

の
感
想
と
と
も
に
ご
紹
介
し
、
変
形
・
脱
臼
・

拘
縮
な
ど
の
二
次
障
害
の
原
因
と
な
る
、
ず
り

落
ち
た
り
、
前
に
倒
れ
た
り
、
片
側
に
傾
い
た

姿
勢
を
防
止
す
る
た
め
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
方
法

に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
姿
勢
保
持
に
つ
い
て
も
っ

と
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
シ
ー
テ

ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
障
害
児
・
者
の
親
の
会
な
ど
に

主
催
し
て
い
た
だ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を

開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
講
義
に
加
え
て
実
際
に
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
セ
ミ
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
二
次
障
害
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
、
体
験
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に

詳
し
く
は
本
や
セ
ミ
ナ
ー
で

幼少期

現在
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